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オース ト ラ リ アの教育システムー “Dimensions of Learning” M odel -
の動向に関する考察- ロ ツクハ ンプ ト ングラマースク ー ルの事例を中心に一 
New Approach to the Dimensions of Learning in Australia:
The Case of The Rockhampton Grammar School 
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OKAMOTO Shinichi 
Japanese school education is often characterized by its uni formity and an egalitarian curriculum policy set by the M inistry 
of Education. This type of educational system, although once considered functional, has shown many problems in today's 
changing society. In addition, as the country's economy plunged, the Japanese government has reduced the budget for educa- 
tion (and culture) . I f this continues, it would not be able to produce many talented students. Even talented few may escape 
to other countries or aim for studying at overseas universities. The case university and school in Australia provide a discipline- 
centered, 1ibera1 arts curriculum. The effect of their education seems promising. Based on my observation of these cases, I 
argue that the Japanese education needs to rebuild its system on the spirit of liberal arts education and embrace the history 
of human creativity. 
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1 . はじめに一 オース トラ リ アの気候
2013年 3 月 4 日、 最初に降り立ったのは、 ケアンズ国
際空港である。 朝5 時の到着だったが比較的周囲は明る
く 、 何より も空気がきれいである。 しかし、 ロ ビーにあ
る大きな広告は日本語で書かれ、 外国という感じはしな
かった。 売店でサン ドイ ッチと ク ラ ンベリ ージュ ースを
買って初めて、 こ こが外国であると認識した。 「12 ドル
です。 ト ースト しますか?」 と話しかけられた。 少々高
い o
ブリ スベ ン行きのフライ ト のチェ ックイ ンが始まるま
で待つこと4 時間。 行き交う人はみな英語を話している。 
当然だ。 一方いつまでたっても掲示板にブリ スベン行き
の案内が出ない。 おそるおそる 「ブリ スベンに行きたい
のですが、 どっちへ行ったらいいですか? 」 と聞く と、
「ここは、 国際線夕一 ミ ナルです。 そこの緑の線をたどっ
てい く と国内線夕一 ミ ナルにいけますよ。」 と教えて く
れた。
太陽が昇ってきて3 月上旬にもかかわらず、 真夏日だ。 
ブリ スベン行きに乗った。 もはや日本語を話す人は誰も
いない。 ブリ スベン国際空港で搭乗券がないこ とに気が
ついた。 案内受付で発行 しても らい ドメ ステイ ツク タ一 
ミ ナルへ向かう 。 売店の女性の身だしなみがと ても さわ
やかである。 再びサン ドイ ッチを買 ってしばし休憩を取
る。 ブリ スベンは大都市だがこ こでも空気のさわやかさ
が印象的だった。 工場が見当たらない。 途中待合所のい
すに座ってあたり を見渡 してみて、 あるこ と に気がつい
た。 周り にいるのはほと んどが白人だがなかでも10代の
こ どもたちが日本人の子供と同じよう に床に座り込んで
コ ンピュ ータ ーゲームにふけ っ てい る。 オース ト ラ リ ア
も日本と同 じアジアなのかと あらためて感 じた。
1 時間半ほどで最初の目的地であるロ ツクハンプ ト ン
につく予定だったが、 空港で着陸しかけた飛行機が再び
上昇を始めた。 悪天候のため滑走路をオーバーラ ンした
のだ。 機内は騒然と して客室乗務員が説明をしていたが、
聞き取れない。 かなりの距離を旋回した後、 無事着陸し
た。 オース ト ラ リ アの食べ物は日本人に合わないと聞い
ていたが、 そう でもない。 料理につかう 油と塩分が少な
いので、 そう 感 じるだけのものがある。 ビールと料理が
と ても合う 気候だ。
オース ト ラ リ アは実質的には共和政体をと っているが、
形式上は英国女王を元首におく 君主国といえる。 今回の
日的地である 「クイ ー ンズラ ン ド大学」 やその位置す る
州である 「クイ ー ンズラ ン ド州」 という 名前から も ヨー
ロ ッパの影響を大き く受けた国であるこ とは周知のこ と
である。 とにかく 、 日本のよう な閉塞感がない。 
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11 . 口 ツ ク ハ ン プ ト ン ・ グ ラ マ ー ・ ス ク ール
(The RoGkhampton Grammer School) への視察
1 . オース ト ラリ アの学校と日本の学校の校長の役割
の違い
2 日目から視察を開始した。 行き先は、 現在ブイリ ッ
プ ・ モー ルズが校長をしていて1350人ほどの生徒を持つ
幼 ・ 小 ・ 中 ・ 高一貫教育 システムを持つロ ツクハ ンプト
ン ・ グラマ ー ・ ス ク ール(RGS) である。 オース ト ラ リ
アでも屈指の名門校である。 当初の計画を若干変更して
こ の学校 選 んだの には理由 が あ る。 Dimensions of 
Learning (DOL) と呼ばれる学習モデルが全面的にカリ
キュ ラ ムに採用 さ れているのである。
オース ト ラ リ アでは、 日本に較べて校長の力量が問わ
れる。 日本ではいわゆる横並びの発想で教育内容を平均
化しよう とするが、 こちらでは逆に自分の学校の特色は
何かという こと を打ち出す力量が強く 問われている。 そ
のため学校の校長が博士号を持っているこ とは珍し く な
い o
日本では、 何かと昇進問題に絡んで校長や教頭が話題
になるが、 オース ト ラ リ アでは異なっている。 しかも た
だ論文を執筆するだけでな く 、 実際に自校のカリ キュラ
ムを構築 し運営 してい く ための力量が求められている。 
そのこ とがRGS のブイリ ッ プ校長にもあてはま る。 彼
は、Do L に関する研究で博士号を取得し今の役職に就
いている。 そし て彼の意向に沿ってDOL が採用 さ れて
いる。 筆者のこ れまでの研究の中でもDOL について何
度も扱ってきたが、 端的に言う と 「学習者中心主義の教
育論」 の大規模な先駆的研究である。 民主主義の視点か
ら子供の人権にまで踏み込んだ学習論といってもよい。 
これについては後で述べるこ とにする。 とにかく 、 この
学習モデルは実際にマネージメ ントするためには教師に
も相当の資質が要求される。 一人の教師を新規採用する
だけでも40倍程度の倍率のよう である。 上にも述べたが、
横並びの発想ではDOL のマネージメ ントは無理なのか
も しれない。
と こ ろで、 午後からオース ト ラ リ アの海岸に行って驚
いた。 大人が昼間からサーフイ ンを しているのだ。 平日
から仕事もせずにサーフイ ンとは、 なんという こ と だと
思った。 と こ ろが、 実際は違った。 友人が言う には、 あ
の人は仕事が終えてからサーフイ ンを しに来ているとの
こ と。 車で午後町を走っていると きも似たよう な感じが
した。 店が全部休みだ。 それも違った。 その日の営業が
終わっているだけの話だ。 5 時半になると たいていの店
が閉まる。6 時まで開いているのが珍しい。 オースト ラ
リ アの人は、 身を削 ってまで仕事を しないよう だ。 だか
らといって、 仕事に手を抜いているわけではない。 日本
の小中学校の先生の中には、 超過勤務手当が払われない
まま、 夜8 時や 9 時まで働いている人がいると聞く 。 仕
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事量が多すぎるだけでな く 、 能率も悪化しているのだと
思う 。 ちなみに、 オース ト ラ リ アの友人の奧様は毎年昇
給中だそう だ。 また年休を取らないと管理職から厳重注
意さ れる。 そう しないと管理職ですら誰かによって処分
さ れるのだろう 。
一般職であれ管理職であれ、 それぞれの人材が自分の
能力を評価され、 責務領域を明確に与えられ、 人権が守
ら れている。 ちなみに写真は、 ロ ツクハ ンプト ンの裁判
所の業務時間帯ボードである。 日本では考えられない。 
P i c. 1 裁判所の業務時間
2 . Dimensions of Learning の概略
DOL に関しては、 筆者のこ れまでの研究で何度も触
れてきたため、 ここでは概略にと どめておく。1970~ 80 
年にかけ、 アメ リ カでは子どもの知識や技能の獲得力 と
しての学力低下が深刻になっていた。 その状態はNAEP 
(国家標準テス ト) などでも明らかと なり、 事態を重く
見た国家は財団等の協力を得てAERA をはじめとする
28の研究組織を発足させる。 その組織の目的とは端的に
言えば、 学校教育への期待と して、 ドリ ル的な知識や技
能だけでなく 複雑な問題を解決する学習する力と しての
高次の能力 (higher order skill) を形成させるという 視
点から研究を行う という ものである。
1985年に発足したThe Dimensions of Thinking Projects 
は、 こ れらの組織による共同研究の中でも一線を画する
ものである。 マルザーノ (Marzano,R.J ) らによ る 『思
考の次元』 はdiscipline を基本概念と してこ れまでの研
究から思考に関わる性質を帰納的に抽出しその関係性を
多元的にと らえ、 なおかつ思考の次元を教科の壁を越え
オースト ラリアの教育システム “Dimensions of Learning” Mode1 の動向に関する考察
て存在するものと してと らえた点から、 カリ キュラ ム構
成の面からも重要な基礎的研究であった。
しかし一方で、 このよう なカリ キュラムを実践すると、
授業の中で子どもはどう変わり また授業自体はどのよう
に展開さ れるのか、 さ らには評価はどのよう にして行わ
れるのかという こ とが問題と さ れる。 こ う した問題を乗
り 越え るために行われたものが、 「思考の次元」 の直接
の後続研究に当たる “A Different Kind of Classroom- 
Teaching with Dimensions of Lerarning” (『学習の次元
(1992)』) である。(次 plc.参照) 
Plc. 2 RGS内に掲示される 「『学習の次元』 概略
Dimension1 
Dimension2 
Dimension3 
Dimension4 
Dimension5 
学習についての積極的な態度と知覚
知識の獲得と統合
知識の拡張と洗練
知識の有意味な利用
生産的な知性の習慣
上述した5 つの次元 (Dimensions) からなるこの研究は、
1980年代後半から急激に発展した認知心理学の成果を豊
富に取り入れた授業論である。 また同時に、 現在の我が
国で模索されつつある授業論の原点と して位置づけられ
ると思われる。 マルザー ノ は 「あら ゆる学びは思考であ
る “All learning is thinking”」' ) と いう 主張のも と、 子
どもの学習を効果的にするために、 いいかえれば子ども
の思考を解放するために、 教師は教室の中にどのよう な
時空間を創り出す必要があるかという 視点で編成されて
いる。 これまでの授業論に見られた教師中心の “didaktic 
(教訓的)” な授業を批判的にとらえ学習者を中心と して、
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教室での概念の学習がいかに現実と関わるかについて子
ども達に教えよう (意味を構成させよう) とするこ とが
意図 さ れている。
とはいえ、 その意図は単に、 授業の中で例えば隕石に
よる恐竜絶減説や湾岸戦争などの時事問題に取り組むだ
けではない。 すなわち、 それに取り 組むと同時に子ども
達は自立した学習者と して、 思考のスキルを用いて例え
ば次元 3 の 「比較」 に伴う “類似点は何か? 相違点は何
か? ” 、 また 「見方を分析する」 に伴う “この事柄に関
してどのよう に考えるか? あなたの意見は何にも とづい
ているか? ” などの問いに取り 組むこ とによって、 学ぶ
こ と (学びつつあるこ と) の意味を構成するプロセスが
明確に示されている。 こ う した授業を構想する背景には、
明らかに子ども達に物事を多様にと らえるこ と を促すた
めの相対性の論理のよう なものが見て取れる。 また次元
5 に伴う “偏見のない。 ・ 衝動を制限する。” な どは、
子ども達だけでなく 教師もそれに取り組むこ と を要求す
るという 、 新しい発想であった。
我が国において学習指導要領の中で思考力が明確に位
置づけられるより もずっ と以前に、 この文献は思考力育
成の真意を研究者達だけでな く 学校現場の教師達にも明
示していた。 RGS は DOL を “21世紀の学習” と して
HP で紹介している。 
「私たちの教授学習プロ グラムの中心は、 Dimensions of 
Learning フ レームワーク にあり ます。 それは私たちのア
カデミ ックなカリ キュ ラムを支え、 生徒達に自立した学
識者になるこ と を可能にします。 この革新的なプロ グラ
ムは、 高次思考力の計画的な育成、 知的行動や活動、 そ
して生涯学びつづけるこ と を促します。」 (ホームページ
より抜粋) 2 ) 
重要な論理を中心に据えるこ とは問題ないが、 それが
一つの論理に限られ続けるこ とはその理論による管理主
義を生み出す可能性を持っている。 めだった問題をみる
こ とはなかったが、DOL 自体もその後発展を続けてい
る以上、RGS の実践も問い直し続け るべきではないか
と考えられる。 RGS においてもDOL に対する批判的検
討がなさ れていた。 Do L の実践に関する詳しい考察は
別稿にて行う が、DOL はブリ スベンの公立学校数校に
おいても実践さ れているこ とが、 クイ ー ンズラ ン ド大学
への視察でわかっ た。 
m . 日本の音楽教育の展望一 日本と オース トラ リ
アの力リキュラムマネー ジメ ン トの違いから
今回の視察の最も重要な点は、 それが友人の松信氏と
の再会がきっかけで行われたこ とである。 大学時代の後
輩にあたる彼と初めてあったのは私がまだ大学院時代の
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2001 年頃だったと思う。 修士課程そして博士課程と進ん
だ後、 彼は日本を出てしまう 。 いや、 追い出さ れたのか
も しれない。 その後のメ ールで彼の研究論文のタイ ト ル
を見て理解ができた。 彼の研究は本質論であり、 メ タフィ
ジックスである。 おそら く 彼の研究を理解できる研究者
は音楽教育以外の領域も含めて数えるほどしかいなかっ
たはずだ。 それゆえ希望を持ってアメ リ カへ渡ったと言
う より はむし ろ、 失意の方が大きかったのではないであ
ろう か。 と にかく 、 第1 印象は、 控えめな印象だったと
記憶している。 今回オース ト ラリ アで彼と再会して思っ
た。 やっぱり日本人の私からみると マイ ノ リ ティ だが、
彼の話すこ とはグローバルな視点に立った本質論に終始
していた。
限られた情報や世論に振り回されるよう では、 研究者
と しては通用 しない。 だが、 彼が最初に行った先はアメ
リ カである。 つい先月(2013年 4 月) も日本人のプロ野
球投手が英語が下手だと中傷された記事がネ ッ ト に出て
いた。 彼も同じ東洋人である。 当時、 アメ リ カでいつた
い彼がどのよう な逆境に遭遇したのか計り知れない。 そ
の彼が10年を経てプロの研究者と して成功して目の前に
いた。 日常生活のあらゆる局面を英語で対応し乗り越え
ていく 。 日本語を話すと以前と変わらず内気な感じがす
るが、 英語を話すと一変する。 環境が人を変えるという
のが彼の持論である。 ずるずると目の前の細い道を歩い
ていた自分が恥ずかしかったが、 ビールがと てもおいし
く彼の奧様が]総明で明るく 、 その思いはすぐに消えていっ
た。
彼との討論の中心は日本と オース ト ラリ アの教育シス
テムの相違である。 こ れは、 私がオース ト ラ リ アに行 く
以前から彼と話していたこ とでもある。 今回10年ぶり に
彼から電話をもらい、 まず自分が研究していたDOL が
RGS の教育現場で実践さ れているこ と聞いて耳を疑っ
た。 ちなみにRGS は彼の奧 さ んであるキンイ ー の勤務
先である
日本の教育 システムは、 いわゆる横並びの教育と言わ
れている。 均一 さ を求める教育と言ってもいい。 そのこ
とが如実に表れているのが学習指導要領であろう。 文部
科学省が教育内容を統制し日本の隅々まで一定の教育成
果を保証しよう とするシステムである。 公立学校と私立
学校での多少の違いがあるが、 例えばA 小学校でのカ
リ キュラ ムは日本全国ほぼ共通である。 内容的にも優れ
た点がみられる。 だが、 安定した社会の中では機能する
かも し れないものの、 現在のよう な不安定あるいは変化
の激しい社会ではそれに対応していく ことが非常に困難
になる。 日本の教育で起こ る問題に対する行政の対応は
いつも後手に回っている。 このことは決して日本の音楽
教育が研究レベルで遅れているという わけではなく 、 た
だ新 しいだけではない良いもの、 優れたものを評価し実
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践していく 教育制度がう ま く 整備されていないと考えら
れる。 そのことは、 音楽科の実践に関して言えば、 学習
指導要領の 「感性」 という 言葉一つをと っても、 その学
術的定義をめぐって未だに混乱を続けているこ とから知
るこ とができ る。
と こ ろがオース ト ラ リ アでの教育 システムは異なる。 
こ れはアメ リ カの教育 システムと似たと こ ろでもあるが、
詳細な教育カリ キュ ラ ムマネージメ ント は各州や個々の
学校の校長にゆだねられている。 例えば 「自分の学校は
0 0 や△△に特に力を入れその教育方法はこれまでにも
優れた成果が実証されたものを用いているこ とが特徴で
あり、 周辺の学校には類をみないものである」 といえる。
音楽に関していえば、 音楽を楽しむこ とが教育の目的
であるなら、 極端な話だが子どもが好む音楽を好きなだ
け提供すればよい。 しかし、 子どもに音楽を教えるとな
ると、 言い換えれば子どもが音楽を学ぶという 視点で音
楽を捉えるならば、 そもそも人が何かを学ぶとはどう い
う こ と なのかについて学問的知見が必要と なる。 RGS 
もそれが顕著だ。 当然校長にはあるカリキュラムをマネー
ジメ ン トするための力量が求めら れ、 そのために校長が
博士の学位を持つのも普通である。 日本のよう な出世や
人事権といった職務より も、 校長が先端の研究成果を勤
務校に還元し、 その成果を上げるこ とができるよう な教
育システムだ。 つまり、 各教師は日々の実践に学問的裏
付けを持ち、 それに基づいて各教科の実践が構想される。 
文字通り個性が求められる。 そして、 何より生徒も教員
もゆと り を持って仕事をしている印象を受けた。 唯一忙
しそう なのが校長であったが、 行事の時はそう でもない。 
なぜこのよう に違う のか。 その疑問に対する一つの答え
がブリ スベ ンにあるクイ ー ンズラ ン ド大学への視察の中
にあった。 
IV. クイ ー ンズラ ン ド大学への視察
日本と同様、 大学とは学問の府である。 クイ ー ンズラ
ン ド大学には以下、7 つの学部がある。 
Arts
Business, Economics & Law
Engineering, Architecture & Information Technology 
Health Sciences
Natural Resources, Agriculture & Veterinary Science 
Science
Social & Behavioural Sciences 
学生数は43000人を超え、 オース ト ラリ アでも屈指の
総合大学である。 当初松信氏は音楽学部に勤務している
と聞いていたので調べてみたが、 見当たらない。 彼の所
属していたのは芸術学部だった。 正確には 「藝術学部」
オースト ラリ アの教育システム “Dimensions of Learning” Mode1 の動向に関する考察
である。 一般的に日本では藝術学部という と音楽学科や
美術学科を思う こ と だろう。 そう ではない。 以下に示し
た一覧は藝術学部に所属するMajors である。 
Aboriginal and Torres Strait Island Studies 
Ancient History
Ancient History/History
Anthropology
Archaeology
Art History
Asian Studies
Chinese
Classical Languages
Criminology
Drama
Economics
English
English Language and Communication
English Literature
Film and Television Studies
French
Gender Studies
Geography
German
History
Indonesian
Information Technology
International Relations
Japanese
Journalism and Mass Communication
Korean
Linguistics
Mathematics
Media, Communication and Cultural Studies 
Music
Peace and Conflict Studies
Philosophy
Political Science
Popular Music
Psychology
Public Policy
Russian
Sociology
Spanish
Sports Studies
Studies in Religion
World Literatures and Cultures
Writing 
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考古学、 数学、 地理学、 哲学、 歴史学等と同列に音楽
がある。 もちろんポピュラ ー音楽も別にある。 それが藝
術学部を構成している。 これは日本の大学でいう 基礎的
教養課程ではな く 、 まぎれもないMajor の集合体なので
ある。 多民族国家であるこ と もすぐわかる。 オースト ラ
リ アの歴史をた どれば簡単にわかるこ と だが、 この学部
は ヨ ーロ ッパの歴史の上に立つ現代版のり ベラルアー ツ
学部といえる。 上述の学科を卒業すれば 「藝術学士」 の
学位が取得でき るよう だが、 それだけではない。 音楽学
科に勤務する教員に聞いたこ とであるが、 自分の専門の
楽器以外の講義も担当するとのこ とであった。 作曲担当
の Robert Davidson によると 「自分は音楽理論やピアノ
やソルフ ェ ージュ も教える」 という こ と だ。 そう しなけ
れば一つの講義が完結しないという こ とかも しれない。 
藝術という 言葉のと らえ方が、 我々の通常のもの、 すな
わち “芸術” と違う。 
P i c 3 休日のバグパイ プの演案
多少拡大解釈になるかも しれないが、 藝術学部の専攻
の集まり がオース ト ラ リ アの文化そのものである。 休日
のフリ ーマーケ ッ ト に出かけると、 バグパイ プの演奏が
聞こえてく る。 Rockhamton Heritage Village (下 Pie4, 
参照) ) 行った際、 ボラ ンティ アの老人が自分たちが開
拓して発展させてきた町の歴史を誇ら しげに話してく れ
Plc. 4 Rockhamton Her l tage Vi l lage 
岡 本 信
た。 ただの小 さな田舎町なのに、 町並みはきれいで、 何
より道にゴミが落ちていない。 この町(国) は何かをずっ
と守り続けているよう だ。
一方、2012年度 GDP は13位にと どまっている。 視察
を中心と した滞在ではオース ト ラ リ アの陰の部分は見え
てこない。 国と しての歴史は日本に較べるとはるかに浅
い。 しかし、 ヨーロ ッパの歴史の上に立つ文化的な国で
ある。 そう いえば、 松信氏がクイ ー ンズラ ン ド大学へ着
任したと き楽しそう な便り が来たのを思い出した。 さぞ
かし彼も、 私と同 じ思いを したに違いない。
大学のキャンパスを歩いている学生達の手には、 講義
ノ ート と メ モがある。 木陰で輪になって話をしている学
生をみると、 みんな自分の前の資料を見ながら話を して
いる。 雑談を しているのではない。 デイベ一 ト だ。 
P i c 5 クイ ー ンズラ ン ド大学でのデイペ一 ト風景
V . おわりに一 展望
今回の視察でみたものの多 く は、 オース ト ラ リ アの教
育のごく 一面を小 さな筒を通してみたよう なものかも し
れない。 しかしそこでみたものは、 遠く 明治初期までの
日本にはあったものではないか。
日本は、 バブル崩壊後削 ってはいけない文化を削 って
しまったよう に思う 。 それは大切なよき伝統であり その
伝統を引き継いでいく 教育そのものといえる。 後世に対
するこの代償は取り戻すことができないかも しれない。 
文化を継承し発展させるシステムの再生が必要である。 
そう しなければ、 日本の優秀な人材はいずれ海外に流失
してしまう。 それだけではない、 海外の大学に次々と追
い抜かれてしまう。 
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日本の教員養成系大学は、 現在教職大学院を整備して
いる。 しかし、 今の日本のよう な教育制度のも とでは教
職大学院の発展は難しいであろう。 人間の創造性の歴史
そのものであるりベラルアー ツを中心に据えた大学院で
な く てはならない。 だからこそ、 創造性を鍛えるために
学術論文 を さ らに充実 させるためのカリ キュ ラ ムの整備
が不可欠であり必須である。 大学や大学院で学ぶこ とは
あく まで学問であって、 即戦力という 名の下に実用知に
すり かわってはならない。
りベラルアー ツが中心に据えられた大学院が文字通り
実現すれば、 日本もいつかオース ト ラリ アでの視察でみ
たのと同 じよう にカリ キュ ラムマネージメ ント の実力 を
兼ね備えた博士を、 本来の意味での “個性を発揮できる
校長や教頭” と して配属するよう になるはずである。 時
間がかかるだろう が、 その時に備える必要があるだろう。
今回の視察は松信氏からの1本の電話がきっかけであっ
た。 本稿で述べてきたこ とは、 一度も海外へ出たこ との
ないまるで井の中の蛙のよう な筆者が、 たとえ狭い視野
かも しれないが、 オース ト ラ リ アの先生方の全面的な協
力によって得られた成果である。 その視察を通して得た
知見をこ れから日本の教育に生かし、 その成果をまた彼
らにお送り するのが希望であり、 次の課題でもある。 
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